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人口センサスからみる
東アジアの社会大変動

●
マ
レ
ー
シ
ア
の
人
口
セ
ン
サ
ス

の
歴
史

　

現
在
の
マ
レ
ー
シ
ア
の
人
口
セ
ン
サ

ス
の
起
源
を
求
め
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
に

よ
る
植
民
地
支
配
時
代
の
一
八
九
一
年

ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の

「
第
一
回
」
目
の
セ
ン
サ
ス
は
イ
ギ
リ

ス
が
直
接
支
配
し
た
海
峡
植
民
地
（
現

在
の
ペ
ナ
ン
、
マ
ラ
ッ
カ
）
の
他
、
マ

レ
ー
連
合
州
（
現
在
の
ペ
ラ
、
パ
ハ
ン
、

ヌ
グ
リ
ス
ン
ビ
ラ
ン
、
セ
ラ
ン
ゴ
ー

ル
）
の
み
を
対
象
と
し
た
。
以
降
、
表

１
に
示
し
た
よ
う
に
、
独
立
以
前
に
七

回
実
施
さ
れ
て
い
る
（
マ
ラ
ヤ
連
邦
と

し
て
独
立
し
た
年
の
「
一
九
五
七
年
セ

ン
サ
ス
」
調
査
自
体
は
独
立
以
前
の
六

月
に
行
わ
れ

た
も
の
で
あ

る
）。
そ
し

て
現
在
の
マ

レ
ー
シ
ア
の

領
域
と
な
っ

て
か
ら
は
一

九
七
〇
年
、

八
〇
年
、
九

一
年
、
二
〇

〇
〇
年
、
そ

し
て
今
回
五

回
目
の
セ
ン

サ
ス
が
二
〇

一
〇
年
に
実
施
さ
れ
た
。

●
多
民
族
国
家
マ
レ
ー
シ
ア
に
お

け
る
人
口
セ
ン
サ
ス
の
意
味

　

マ
レ
ー
シ
ア
の
人
口
セ
ン
サ
ス
の
意

味
を
考
え
る
と
、
大
き
く
二
つ
の
重
要

性
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず

第
一
に
、
民
族
構
成
に
関
す
る
デ
ー
タ

と
い
う
統
計
の
意
味
合
い
で
あ
る
。
こ

の
点
に
つ
い
て
、
統
計
制
作
当
局
の
言

葉
を
引
用
す
る
な
ら
ば
、「
人
口
セ
ン

サ
ス
の
結
果
か
ら
え
ら
れ
る
統
計
は
、

政
策
の
作
成
、
計
画
、
政
策
管
理
プ
ロ

セ
ス
で
利
用
さ
れ
る
。
そ
の
な
か
で
も

人
口
規
模
、
民
族
構
成

0

0

0

0

、
人
口
の
分
布
、

人
口
の
特
徴
な
ど
は
、
経
済
・
社
会
政

策
お
よ
び
地
理
的
発
展
を
評
価
す
る
う

え
で
、
必
須
の
も
の
で
あ
る
」（
二
〇

〇
〇
年
人
口
セ
ン
サ
ス
作
成
時
の
統
計

局
人
口
住
宅
セ
ン
サ
ス
副
局
長
よ
り
）。

こ
の
よ
う
に
、
多
民
族
国
家
で
あ
る
マ

レ
ー
シ
ア
に
と
っ
て
、
人
口
セ
ン
サ
ス

に
お
け
る
「
民
族
構
成
」
の
デ
ー
タ
の

重
要
性
が
明
言
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
言

葉
を
他
の
多
民
族
国
家
と
調
査
個
票
と

比
較
し
て
み
る
な
ら
ば
、
民
族
：

Ethnic Group

と
い
う
項
目
が
今
日

ま
で
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
改
め
て
注

目
さ
れ
る
。「
マ
レ
ー
シ
ア
国
民
」
意

識
の
醸
成
を
促
進
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

「
マ
レ
ー
シ
ア
国
民
か
否
か
」
を
問
え

ば
よ
い
も
の
を
、
あ
え
て
そ
の
下
位
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
で
あ
る
所
属
民

族
集
団
意
識
を
「
問
う
」
人
口
セ
ン
サ

ス
は
今
日
も
な
お
、
そ
の
情
報
が
必
要

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
見

方
を
変
え
れ
ば
、
民
族
に
関
す
る
項
目

が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
民

族
別
の
さ
ま
ざ
ま
な
統
計
を
「
政
府

が
」
把
握
可
能
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を

意
味
す
る
。
さ
ら
に
利
用
者
の
立
場
か

ら
み
れ
ば
、
政
府
が
把
握
し
て
い
る

デ
ー
タ
が
ど
の
程
度
「
利
用
可
能
」
も

し
く
は
「
公
表
さ
れ
う
る
」
か
が
、
マ

レ
ー
シ
ア
の
人
口
セ
ン
サ
ス
の
意
味
と

有
用
性
に
関
わ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

ま
た
、
民
族
分
類
に
関
し
て
は
一
言

付
け
加
え
て
お
け
ば
、
独
立
以
降
の
セ

ン
サ
ス
を
み
る
と
、
マ
レ
ー
シ
ア
政
府

が
用
い
る
民
族
概
念
が
流
動
的
で
あ
る

こ
と
も
わ
か
っ
て
く
る
。
例
を
挙
げ
れ

ば
、
一
九
七
〇
年
の
人
口
セ
ン
サ
ス
で

は
、「
華
人
」
の
項
目
は
さ
ら
に
細
分

　
　
マ
レ
ー
シ
ア

「
見
え
な
い
？
」
そ
れ
と
も

「
隠
さ
れ
た
？
」
民
族
問
題

鳥
居 

高

表1　マレーシアにおける人口センサス

実施年 実施日

イギリス植民地時代

1891年 ４月５日

1901年 n.a.

1911年 n.a.

1921年 n.a.

1931年 ４月１日

1947年 ９月23日

1957年 ６月17日

独立以降

マレーシア

1970年 ８月24日

1980年 ６月10日

1991年 ８月14日

2000年 ７月５日

2010年 ７月７日

（出所）　筆者作成。
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化
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
方
言
グ
ル
ー
プ
と

さ
れ
る
、
広
東
、
福
建
、
海
南
な
ど
の

サ
ブ
グ
ル
ー
プ
の
統
計
も
公
表
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
ほ
か
、
サ
バ
州
に
お
け
る

民
族
分
類
が
セ
ン
サ
ス
に
よ
っ
て
変
化

し
て
い
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
。

●
も
う
ひ
と
つ
の
「
Ｎ
Ｅ
Ｐ
の
実

績
報
告
書
」

　

マ
レ
ー
シ
ア
に
と
っ
て
人
口
・
住
宅

セ
ン
サ
ス
が
持
つ
第
二
の
意
味
が
、
こ

れ
ら
の
デ
ー
タ
が
一
九
七
一
年
に
始
ま

る
新
経
済
政
策
（N

ew
 Econom

ic 
Policy

：
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）
の
「
も
う
ひ
と
つ

実
績
報
告
書
」
を
意
味
す
る
こ
と
で
あ

る
。
Ｎ
Ｅ
Ｐ
は
マ
レ
ー
人
を
中
心
と
す

る
ブ
ミ
プ
ト
ラ
（〝
土
地
の
子
ど
も
〟

の
意
味
）
の
社
会
・
経
済
的
な
地
位
を

他
の
民
族
よ
り
も
相
対
的
に
引
き
上
げ

る
こ
と
を
大
き
な
目
的
と
し
て
、
⑴
貧

困
世
帯
の
撲
滅
、
⑵
マ
レ
ー
シ
ア
社
会

の
再
編
成
と
い
う
二
大
目
標
を
掲
げ
て
、

一
九
九
〇
年
ま
で
実
施
さ
れ
た
。
な
か

で
も
、
後
者
の
目
標
で
は
、
ブ
ミ
プ
ト

ラ
が
就
業
す
る
産
業
や
職
種
を
伝
統
的

な
農
業
・
農
業
生
産
者
か
ら
第
二
次
産

業
、
第
三
次
産
業
、
ま
た
は
経
営
管
理

者
な
ど
の
専
門
職
へ
の
移
動
を
促
す
こ

と
に
よ
っ
て
経
済
水
準
を
引
き
上
げ
る

こ
と
が
も
く
ろ
ま
れ
て
お
り
（
雇
用
構

造
の
再
編
成
目
標
）、
そ
の
影
響
は
高

等
教
育
政
策
か
ら
労
働
政
策
ま
で
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
に
及
ん
だ
。
九
〇
年
以
降
、

数
値
目
標
自
体
は
な
く
な
っ
た
も
の
も

あ
る
が
、「
マ
レ
ー
人
社
会
の
相
対
的

引
き
上
げ
」
と
い
う
大
き
な
目
的
は
そ

の
後
継
計
画
で
あ
る
国
民
開
発
政
策

（N
ational D

evelopm
ent P

lan 
1991

～2000

）、
国
民
ビ
ジ
ョ
ン
政
策

（N
ational V

ision Plan 2001

～

2010

）
と
い
う
二
つ
の
長
期
開
発
政
策

に
も
引
き
継
が
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
計
画
の
目
標
達
成
状
況
は
、

五
カ
年
計
画
書
と
五
カ
年
計
画
の
中
間

報
告
書
（M

id-T
erm

 Review

）
と

い
う
二
つ
の
計
画
書
で
公
表
さ
れ
て
き

た
。
し
か
し
、
人
口
セ
ン
サ
ス
に
も
ま

た
民
族
別
の
就
業
状
態
、
職
業
、
教
育

水
準
と
い
っ
た
Ｎ
Ｅ
Ｐ
の
主
要
目
標
に

関
わ
る
情
報
の
他
、
住
宅
の
状
況
、
耐

久
消
費
財
の
普
及
、
さ
ら
に
は
人
口
移

動
な
ど
に
関
わ
る
デ
ー
タ
で
あ
る
が
故

に
、
人
口
セ
ン
サ
ス
の
一
〇
年
間
に
お

け
る
ブ
ミ
プ
ト
ラ
に
関
わ
る
諸
デ
ー
タ

は
、
Ｎ
Ｅ
Ｐ
な
ど
の
諸
計
画
が
掲
げ
た

目
標
の
達
成
度
を
示
す
こ
と
に
な
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
一
九
七
〇
年
人
口
セ

ン
サ
ス
は
、
読
み
方
を
変
え
れ
ば
、
Ｎ

Ｅ
Ｐ
実
施
以
前
の
マ
レ
ー
人
社
会
の
実

像
で
あ
り
、
九
〇
年
セ
ン
サ
ス
は
Ｎ
Ｅ

Ｐ
終
了
時
の
マ
レ
ー
人
社
会
の
実
像
を

映
し
て
お
り
、
こ
の
間
の
三
回
の
人
口

セ
ン
サ
ス
を
詳
細
に
分
析
す
る
こ
と
に

よ
り
、
Ｎ
Ｅ
Ｐ
に
よ
る
マ
レ
ー
人
を
中

心
と
し
た
ブ
ミ
プ
ト
ラ
の
経
済
状
況
や

社
会
的
地
位
の
変
貌
が
明
ら
か
に
な
る
。

　

な
か
で
も
一
九
九
〇
年
ま
で
は
マ

レ
ー
人
の
国
内
人
口
移
動
は
大
き
な
関

心
事
で
あ
っ
た
。
他
の
国
で
も
提
示
さ

れ
る
人
口
移
動
統
計
は
、
マ
レ
ー
シ
ア

に
お
い
て
は
農
村
に
多
く
居
住
し
て
い

た
マ
レ
ー
人
が
ど
の
よ
う
に
「
都
市
住

民
」
に
な
っ
た
の
か
を
示
す
重
要
な

デ
ー
タ
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

●
人
口
セ
ン
サ
ス
の
特
徴
―
調
査

項
目
の
比
較
―

　

二
〇
一
〇
年
セ
ン
サ
ス
は
、
後
述
す

る
よ
う
に
二
〇
一
五
年
五
月
時
点
で
す

べ
て
の
デ
ー
タ
が
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
た
め
に
、
本
報
告
で
は
調
査
項
目

な
ど
基
本
情
報
を
提
示
す
こ
と
が
で
き

な
い
の
で
、
一
九
九
一
年
お
よ
び
二
〇

〇
〇
年
の
調
査
に
お
け
る
項
目
か
ら

「
政
府
が
」
何
を
把
握
可
能
に
な
っ
て

い
る
の
か
を
示
し
て
お
こ
う
。

　

表
２
は
一
九
九
一
年
と
二
〇
〇
〇
年

の
人
口
セ
ン
サ
ス
の
調
査
項
目
一
覧
で

あ
る
。
こ
の
表
か
ら
Ｎ
Ｅ
Ｐ
等
一
連
の

開
発
計
画
の
目
標
に
関
わ
る
民
族
別
の

⑴
教
育
水
準
、
⑵
就
業
状
態
（
産
業
お

よ
び
職
種
）、
⑶
住
宅
状
況
な
ど
が
把

握
可
能
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

一
方
、
二
〇
〇
〇
年
セ
ン
サ
ス
の
特

徴
は
、
一
九
九
一
年
以
前
の
人
口
セ
ン

サ
ス
に
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
降
な
く

な
っ
た
項
目
か
ら
見
え
て
く
る
。
具
体

的
に
は
、「
日
常
的
に
使
う
言
語
」「
婚

姻
に
関
す
る
項
目
（
初
婚
年
齢
、
婚
姻

回
数
、
婚
姻
期
間
）」
が
な
く
な
っ
た

他
、「
移
動
に
関
す
る
項
目
」
お
よ
び

「
住
宅
に
関
す
る
状
況
」
も
ま
た
極
端

に
少
な
く
な
っ
た
。

　

移
動
に
関
す
る
調
査
項
目
と
し
て
は
、

「
五
年
前
の
居
住
地
」
に
関
す
る
項
目

は
、
引
き
続
き
残
っ
て
い
る
も
の
の
、

「
マ
レ
ー
シ
ア
居
住
年
数
」「
現
在
の
居

住
地
の
居
住
年
数
」「
以
前
の
居
住

地
」「
移
動
の
理
由
」
と
い
っ
た
項
目

が
削
除
さ
れ
た
。
こ
の
変
化
を
マ
レ
ー

シ
ア
固
有
の
文
脈
で
の
み
考
え
る
と
、

一
九
九
〇
年
ま
で
に
Ｎ
Ｅ
Ｐ
に
と
も
な

う
マ
レ
ー
人
の
都
市
化
、
都
市
住
民
化

は
進
ん
で
き
て
お
り
、
政
府
の
マ
レ
ー

人
の
人
口
移
動
へ
の
「
関
心
」
が
な
く

な
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

逆
に
新
規
項
目
の
な
か
で
目
を
引
く

の
は
、
⑴
外
国
で
生
ま
れ
た
も
の
を
対

象
に
し
た
「
マ
レ
ー
シ
ア
に
居
住
を
始

め
た
年
」
に
関
す
る
項
目
、
⑵
高
等
教

育
を
受
け
た
も
の
に
対
し
「
学
位
取
得

の
場
所
」「
学
問
分
野
」
に
関
す
る
新

規
項
目
で
あ
る
。
⑴
は
一
九
九
〇
年
代

以
降
、
増
加
し
始
め
た
外
国
人
労
働
者
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な
ら
び
に
私
立
大
学
が
積
極
的
に
留
学

生
を
受
け
入
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
求
め

ら
れ
る
情
報
で
あ
ろ
う
。
こ
の
傾
向
は

二
〇
一
〇
年
人
口
セ
ン
サ
ス
で
さ
ら
に

強
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
マ
レ
ー
シ
ア

の
人
口
セ
ン
サ
ス
で
は
マ
レ
ー
シ
ア
国

籍
以
外
の
居
住
者
も
対
象
と
し
て
お
り
、

二
〇
一
〇
年
の
セ
ン
サ
ス
で
は
、
そ
の

「
マ
レ
ー
シ
ア
国
籍
以
外
の
民
族
分

類
」
項
目
が
伝
統
的
な
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
加
え
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
や
ネ
パ
ー
ル
な
ど
「
新
規
」
の
流

入
者
を
加
え
、
二
七
分
類
へ
と
大
幅
に

増
え
た
。
実
際
の
数
で
み
る
と
二
〇
〇

〇
年
セ
ン
サ
ス
で
は
、
総
人
口
の
五
・

九
％
に
当
た
る
一
三
八
万
五
〇
〇
〇
人

だ
っ
た
も
の
が
、
今
回
の
セ
ン
サ
ス
で

は
八
・
二
％
と
上
昇
し
、
そ
の
数
も
二

三
二
万
人
余
り
と
増
加
し
て
い
る
。
そ

の
結
果
、
今
回
の
セ
ン
サ
ス
で
初
め
て

マ
レ
ー
シ
ア
国
籍
の
イ
ン
ド
人
人
口

（
一
八
九
万
人
）
を
超
え
る
水
準
に

な
っ
た
。

　

⑵
の
高
等
教
育
に
関
す
る
項
目
も
ま

た
マ
レ
ー
シ
ア
の
変
化
を
如
実
に
示
し

て
い
る
。
一
九
九
〇
年
代
に
入
り
、
従

来
は
国
立
大
学
し
か
認
め
て
い
な
か
っ

た
高
等
教
育
分
野
に
お
い
て
、
民
間
の

高
等
教
育
機
関
の
設
立
を
認
め
、
そ
の

数
は
急
速
に
増
加
し
た
こ
と
に
加
え
、

海
外
の
高
等
教
育
機
関
と
の
連
携
に
よ

る
ツ
イ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（T

w
in 

Program
m

e

）
に
代
表
さ
れ
る
学
位

取
得
方
法
が
多
様
化
し
た
こ
と
の
表
れ

と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
調
査
項
目
の
変
化
を
整
理
す

る
と
、
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
が
一
九
九
〇

年
ま
で
（
つ
ま
り
Ｎ
Ｅ
Ｐ
実
施
時
期
）

は
、
マ
レ
ー
人
社
会
の
「
国
内
人
口
移

動
＝
農
村
居
住
者
の
マ
レ
ー
人
が
ど
の

よ
う
に
、
ど
こ
へ
移
動
し
た
か
」
に
関

心
を
寄
せ
て
い
た
も
の
の
、
一
九
九
一

年
以
降
に
な
る
と
、
そ
の
関
心
が
薄
ま

り
、
逆
に
マ
レ
ー
人
を
中
心
と
し
た
マ

レ
ー
シ
ア
人
の
高
等
教
育
修
学
状
況
や

急
速
に
増
加
し
た
外
国
人
労
働
者
や
留

学
生
へ
、
そ
の
関
心
を
シ
フ
ト
さ
せ
た

こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　

高
等
教
育
の
修
学
状
況
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
い
え
ば
、
調
査
項
目
の
ひ
と
つ

と
し
て
残
っ
て
い
る
「
民
族
」
と
「
高

等
教
育
修
学
状
況
」
を
ク
ロ
ス
集
計
さ

せ
る
こ
と
に
よ
り
、
民
族
間
の
教
育
歴

状
況
の
「
違
い
」
が
明
確
に
見
え
て
く

る
こ
と
を
意
味
す
る
。
果
た
し
て
、
二

〇
一
〇
年
人
口
セ
ン
サ
ス
で
は
、
こ
の

デ
ー
タ
を
政
府
は
公
表
す
る
の
で
あ
ろ

う
か
。

表２　調査項目の異同

調　査　項　目 2000年
人口センサス

1991年
人口センサス

（１）人口

地理的分布の特徴に関する項目

１．センサス調査地 なし あり

２．センサス時点での通常の居住地 あり あり

地理的および社会的特性に関する項目

１．性別 あり あり

２．年齢 あり あり

３．生年月日 あり あり

４．婚姻の状態 あり あり

５．民族（Ethnicity） あり あり

６．宗教 あり あり

７．市民権もしくは法的地位 あり あり

出産・死亡に関する項目

１．生存している子どもの人数 あり なし

２．同居している子どもの人数 あり なし

移動に関する項目

１．出生地 あり あり

２．５年前の居住地 あり あり

３．マレーシアに最初に到着した年
　　（マレーシア国外で生まれたもの） あり なし

教育に関する項目

１．識字 あり なし

２．就学年数 あり あり

３．就学した学校のレベル あり あり

４．最終学歴 あり あり

５．学んだ分野 あり なし

６．学士、修士、博士を取得した場所 あり なし

経済活動に関する項目

１．前の週の経済活動 あり あり

２．前の週の就業時間数 あり あり

４．職業 あり あり

５．産業 あり あり

６．就業上の地位（政府、民間、個人） あり なし

（２）世帯

世帯の特徴に関する項目

１．世帯主との関係 あり あり

２．世帯の人数 あり あり

３．賃貸（家具付きか否か） あり なし

４．世帯の器具 あり あり

（３）住居

１．住居の場所 あり あり

２．住居の形態 あり あり

３．外壁の材料の種類 あり あり

４．所有形態 あり あり

５．給水の種類 あり あり

６．電気の有無 あり あり

７．トイレの設備の種類 あり あり

８．廃棄物の処理の施設 あり なし

９．寝室の数 あり あり

（出所）　筆者作成。



31　　アジ研ワールド・トレンド No.238（2015. 8）

特集：「見えない？」それとも「隠された？」民族問題

表３　2010年人口センサス公開済みデータリスト

テ　ー　マ タ　　イ　　ト　　ル 公　開　時　期

国内人口移動 Migration and Population Distribution 2010 2014年10月17日

世帯別特徴 Characteristics of  Household 2010 2014年１月29日

経済活動の特徴 Economic Characteristics of the Population 2010 2014年１月16日

教育と社会変動 Education amd Social Characteristics of the Population 2010 2013年７月18日

行政単位別人口分布 Population Distribution by Local Authority Areas and Mukims3 2010 2013年４月３日

人口分と基本データ Population　Distribution　and　Basic　Demographic　Characteristics 2013年４月３日

（出所）　筆者作成。

●
二
〇
一
〇
年
人
口
セ
ン
サ
ス
か

ら
み
え
る
こ
と

　

二
〇
一
五
年
五
月
現
在
の
時
点
で
、

公
表
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
表
３
の
と
お
り

で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
公
表
済
み
デ
ー
タ
か
ら
み

え
る
特
徴
を
簡
単
に
み
て
お
こ
う
。

　

ま
ず
、
総
人
口
は
二
八
三
〇
万
人
で
、

過
去
一
〇
年
間
の
人
口
増
加
率
は
二
・

〇
％
で
あ
る
。
独
立
以
降
、
一
〇
年
ご

と
の
人
口
増
加
率
は
二
％
を
超
え
て
お

り
、
初
め
て
の
低
下
で
あ
る
。
具
体
的

に
は
、
人
口
増
加
率
は
一
九
七
〇
年
以

降
過
去
三
回
の
人
口
セ
ン
サ
ス
で
は

二
・
三
％
、
二
・
六
％
、
二
・
六
％
と

報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

つ
ぎ
に
、
民
族
構
成
を
み
る
と
、
前

述
し
た
イ
ン
ド
人
人
口
が
既
に
外
国
籍

者
に
凌
駕
さ
れ
た
他
、
華
人
人
口
の
相

対
的
低
下
傾
向
が
目
を
引
く
。
既
に
一

九
九
一
年
の
人
口
セ
ン
サ
ス
で
華
人
人

口
は
マ
レ
ー
シ
ア
国
籍
者
の
三
〇
％
を

割
り
、
当
時
の
華
人
社
会
に
「
衝
撃
」

が
走
っ
た
も
の
の
、
そ
の
後
も
低
下
傾

向
が
続
き
、
今
回
は
四
分
の
一
の
水
準

も
割
り
二
四
・
六
％
を
占
め
る
に
留

ま
っ
た
。
こ
れ
ら
の
変
化
は
ク
ア
ラ
ル

ン
プ
ー
ル
な
ど
都
市
部
で
顕
著
で
あ
る
。

ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
は
今
回
の
セ
ン
サ

ス
で
ブ
ミ
プ
ト
ラ
が
四
五
・
九
％
を
占

め
、
こ
の
地
の
伝
統
的
住
民
で
あ
っ
た

華
人
人
口
（
四
三
・
二
％
）
を
超
す
ま

で
に
な
っ
た
。

　

こ
の
結
果
、
宗
教
人
口
で
み
る
と
、

イ
ス
ラ
ー
ム
人
口
が
相
対
的
に
増
加
し
、

今
回
の
セ
ン
サ
ス
で
初
め
て
ム
ス
リ
ム

が
六
〇
％
を
超
え
た
（
六
一
・
三
％
）

こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
都
市
部
へ

の
ム
ス
リ
ム
人
口
比
率
の
上
昇
、
ま
た

外
国
籍
人
口
の
大
幅
な
増
加
は
、
か
つ

て
「
マ
レ
ー
人
、
華
人
、
イ
ン
ド
人
」

と
い
う
三
つ
の
民
族
か
ら
な
る
多
民
族

国
家
を
標
榜
し
て
い
た
マ
レ
ー
シ
ア
が
、

も
は
や
そ
の
姿
を
「
民
族
の
る
つ
ぼ
」

へ
と
変
わ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

年
齢
別
人
口
構
成
を
み
る
と
、
一
五

歳
未
満
の
人
口
が
今
回
初
め
て
三
〇
％

を
割
り
、
社
会
全
体
の
二
七
・
六
％
を

占
め
る
に
留
ま
っ
た
。
ま
た
労
働
力
人

口
（
一
五
～
六
四
歳
）
は
二
〇
〇
〇
年

の
六
七
・
三
％
か
ら
六
二
・
八
％
と
低

下
し
た
。
六
五
歳
以
上
の
人
口
は
五
・

一
％
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
い
も
の
の
高

齢
化
社
会
へ
の
傾
向
は
顕
著
と
な
っ
て

き
た
。

　

最
後
に
こ
の
一
〇
年
間
の
マ
レ
ー
シ

ア
の
変
化
で
顕
著
な
教
育
水
準
の
状
況

に
つ
い
て
み
て
お
こ
う
。
一
五
歳
以
上

の
人
口
に
お
い
て
、
中
等
教
育
（
初
期

中
等
教
育
修
了
試
験
Ｐ
Ｍ
Ｒ
合
格
以

上
）
以
上
の
学
歴
を
有
し
て
い
る
人
口

は
、
マ
レ
ー
シ
ア
全
体
で
六
七
・
八
％

と
一
〇
年
前
か
ら
八
％
も
上
昇
し
て
い

る
。
こ
の
傾
向
は
す
べ
て
の
民
族
に
当

て
は
ま
る
。
な
か
で
も
ブ
ミ
プ
ト
ラ
は

六
一
％
か
ら
七
〇
・
五
％
へ
と
急
速
に

上
昇
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
華
人
が
五

七
・
八
％
か
ら
六
一
・
八
％
、
イ
ン
ド

人
が
五
九
・
八
％
か
ら
六
六
・
六
％
と

そ
れ
ぞ
れ
上
昇
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

上
昇
傾
向
の
な
か
で
、
顕
著
な
変
化
は

女
性
の
学
歴
状
況
だ
。
同
じ
く
中
等
教

育
以
上
の
学
歴
を
有
し
て
い
る
人
が
占

め
る
比
率
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
全
体
で
は

五
七
・
〇
％
か
ら
六
八
・
九
％
へ
と
上

昇
し
、
男
性
の
水
準
（
六
六
・
八
％
）

を
超
え
た
。
こ
の
傾
向
も
ま
た
す
べ
て

の
民
族
に
当
て
は
ま
り
、
特
に
ブ
ミ
プ

ト
ラ
で
は
女
性
が
七
一
・
三
％
で
あ
る

の
に
対
し
、
男
性
が
六
九
・
七
％
と

な
っ
て
い
る
。
一
九
八
〇
年
代
に
は
消

え
て
い
た
「
性
差
」
が
再
び
現
れ
て
き

た
。

　

こ
の
よ
う
に
現
段
階
で
は
、「
ブ
ミ

プ
ト
ラ
社
会
」
の
成
果
と
思
わ
れ
る

デ
ー
タ
に
関
し
て
は
政
府
が
積
極
的
に

公
表
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
他
の

デ
ー
タ
に
関
し
て
は
公
表
さ
れ
て
い
な

い
。
今
後
の
公
表
に
よ
り
、
光
だ
け
で

な
く
「
影
」
も
ま
た
読
み
解
く
こ
と
と

し
た
い
。

（
と
り
い　

た
か
し
／
明
治
大
学
商
学

部
教
授
）


